
（別紙５）

児童発達支援・放課後等デイサービス　シエル
公表日 　　　　　2026年　3月　5日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

3

・同じ場所に全員が入った活動すると手狭になる

ため利用する児童を半分に割って活動したり工夫

している

・活動内容に応じて、法人内のグラウンドや体育

館等も活用しながら、こどもたちがのびのび過ご

せる環境づくりを引き続き行っていく。

利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。

3

・補助が必要な時はあるが事業所内に人員はいる

ため必要に応じて入ってもらっている

・振り返りや情報共有を通して、どの職員でも適

切に対応できるよう支援スキルの向上に継続して

取り組んでいく。

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。ま

た、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達

等、環境上の配慮が適切になされているか。

2 1

・スケジュールなど視覚支援を行っている。

・段差がある場所には手すりやすべり止めがあ

り、配慮されている。

・バリアはあるが、それを段差昇降の練習に利用

したりしている。

・急な階段があるため、滑りどめや手すりが設置

されているが、利用児の状況に合わせ、安全面に

配慮しながらより過ごしやすい環境づくりを引き

続き検討していく。

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こど

も達の活動に合わせた空間となっているか。

3

・そうじ表を用いて日々の環境整備を心がけてい

る。

・1日交代で安全チェックが行われ、多数の目で環

境設備に取り組んでいる。

・日々の清掃に加え、大掃除マニュアルを活用し

ながら細かな環境整備にも継続して取り組んでい

く。

必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環

境になっているか 。

3

・日頃から、少人数で療育ができるよう調節を

行っている。児発ではほとんど使うことはない

が、必要があれば2階の個室を利用することも可能

である。

・個別の部屋や厳しい時は部屋の隅を利用してい

る。

・必要に応じてパーテーション等も活用し、個別

で落ち着いて過ごせる空間づくりを検討してい

く。

業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職

員が参画しているか。
3

・定期的に、一人一人の個別支援会議を行ってお

り、その場で目標設定や成長を振り返っており、

職員一人ひとり意見を発言している。

・より効果的な振り返り方法について検討を重ね

ながら、職員全体で共有し定着を図っていく。

保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けてお

り、その内容を業務改善につなげているか。
3

・今年度開設により、初めての評価表だったので

これから職員に伝えていく。

・保護者アンケートの結果を職員間で共有し、今

後の支援や業務改善に活かしていく。

職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげ

ているか。 

3

・職場内で「～した方がいい」などの意見をいい

やすい雰囲気となっている。

・取り組み後、職員間で振り替りを行い、日々の

気づきを記録として残し改善に繋げている。

・風通しもよく相談しやすい。

・朝礼等の機会を活用しながら、職員間で改善点

や支援の方向性を共有する機会を確保している。

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。

3

・外部評価は今のところ行われていないが、外部

から講師の先生に来てもらい、療育内容など振り

返ったり実際に見てもらう機会が多い。

・今後、外部評価の機会も積極的に活用し、支援

の質向上につなげていきたい。

職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を

開催する機会が確保されているか。

3

・定期的に研修案内をしてもらえるので興味があ

るものを受講することが出来ている。

・研修の機会が法人内でも多く、外部での開催情

報についても職員へ案内していただけ、学ぶ機会

が多い。

・外部研修の情報収集を進めながら、職員がより

多く学べる機会の充実を図っていく。

適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

3

・行ったプログラム内容を記録として残し、職員

間で閲覧が出来るようにしている。

・支援内容を保護者へより分かりやすく伝えられ

るよう、公表方法について検討していく。

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニー

ズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。
3

・責任者が計画の期限等も把握し、定期的に保護

者や職員にアセスメントを行っている。

・「こどもまんなか」の視点を大切にしながら、

より良い支援計画の作成に向けて継続的に検討し

ていく。

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでな

く、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を

考慮した検討が行われているか。 

3

・計画の内容を職員と責任者で話し合う機会を設

けられている。

・意見交換出来る場を設け、記録を残り多角的に

支援について考慮し検討を行っている。

・こどもまんなか・こどもが選択していく支援を

踏まえながら、進めていきたい。

児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われている

か。 

3

・日々の連絡帳を書く中で計画の内容を定期的に

確認し、内容に合っているかを確認している。

・支援計画を閲覧できる環境が整えられ、計画に

沿ったプログラムの作成へと繋げている。

・カンファレンス内容と支援計画を照らし合わせ

ながら確認できるよう、記録方法の工夫を検討し

ていく。

児童発達支援事業所における自己評価結果公表



こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなア

セスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメント

を使用する等により確認しているか。 3

・職員間で、日々の振り返りを行う時間を設け子

どもの様子を情報提供している。

・より見返しやすいアセスメント方法について、

職員間で検討を進めている。

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域

支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に

必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されて

いるか。
3

・意識をしながら、計画をして職員間で共有でき

ている。

・「移行支援」「地域連携」の視点についても、

職員間で理解を深めながら具体的な支援内容の充

実を図っていく。

活動プログラムの立案をチームで行っているか。

3

・チームで行い、様々な視点での支援を心がけて

いる。

・日頃のカンファレンスでどんな活動が必要など

チームで考えている。

・これまで試行錯誤しており、少しずつ定着して

いたと感じている。これからも日頃のカンファレ

ンスから見えてくる活動プログラムを立てていき

たい。

活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

3

・プログラムの作成を交代で行い、気付きを記録

することで改善にも繋がり工夫点も共有しやす

い。

・年間を通し、感覚統合遊びの視点から固定され

ず、沢山の取り組みがされている。

・その学年に沿った、SSTなども机上遊びの中で

取り入れられている。今年度の反省を活かしてこ

れからも固定化しないよう進めていく。

こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達

支援計画を作成し、支援が行われているか。

3

・基本的には少人数での療育を心がけている。そ

の中でも２人や３人で小集団の活動を取り入れ、

その様子を踏まえて計画・支援を行っている。

・2歳児においては、対1で活動することがほどん

どである、その中で集団活動に繋がる支援を行っ

ているので、こどもの状況や年齢に応じて、集団

を入れていく。

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や

役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。
3

・感覚統合遊び（運動遊び）、机上遊びを行うの

で、その日の活動前に次の療育の流れを話しあっ

ている。

・新年度になるので、再度職員間で確認しなが

ら、どの職員が支援に携わることができるように

していく。

支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り

返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
3

・共有して、記録を残している。

・どのように記録を残していけば、職員間ですぐ

に確認できるかの試行錯誤をこの1年で行ってい

た。より良い、記録の仕方を求めていきたい。

日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげ

ているか。
3

・記録に残し改善に努めている。

・繋げていけるよう努めているが、その中でも

日々改善するべき点が出てくるので、その都度よ

り良い支援に繋げていきたい。

定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断

し、適切な見直しを行っているか。

3

・モニタリングを行う際は、支援に関わる人たち

が集まり意見を出し合い、検討されています。

・カンファレンスの際に支援計画を振り返りなが

ら行っているが、支援計画をみた時にわかりやす

いよう、同じ用紙に記入するなど工夫を行ってい

く。

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、その

こどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
2

・参画する前に日頃のこどもの様子や成長を職員

間で話合い、勤務の調節を行い、よく理解した職

員が参画できるように心がけています。

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等

の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
3

・同法人の子ども園とは連携を図っている。
・今後は他機関との連携についても広げていける

よう検討していく。

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点か

ら支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、

特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を

図っているか。
3

・小学校に向けて、サポートブックを用意して、

保護者に発信し、保護者の希望に応じて作成して

いる。

・感覚統合遊びを通して、板書に繋がる取り組み

をプログラムに入れている。

・今年初めての移行に向けた支援を行っているた

め、小学校に行った時の様子などしっかりと記録

し、また次年度へと繋げていきたい。

就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内

容等の情報共有と相互理解を図っているか。
0 1

・同法人のこども園とは、就学前の課題や子ども

の様子を共有している。
・今後の就学移行に向けて、関係機関との情報共

有の流れについて確認しながら進めていく。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図

り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、

職員を外部研修に参加させているか。

(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参

加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

1 1



地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイ

ズや助言等を受ける機会を設けているか 。

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活

動する機会があるか。

・同法人のこども園に通い、事業所に通う利用児

が多いので、支援員がこども園での様子を見る機

会は多い。

・今後、地域の園との交流機会についても可能な

範囲で検討していく。

日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題に

ついて共通理解を持っているか。
・療育の様子を連絡アプリにて配信している。

・こども園に通っている子どもたちの保護者と

は、日ごろから直接会える機会が少ないが、でき

る限りで子どもの状況などを連絡帳で伝えてい

く。

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペ

アレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等

を行っているか。

・ペアトレを行った。また保護者会も行ってい

る。

・研修の案内が共有され、様々な機会が設けられ

ている

・研修などを案内を共有しているが、より多くの

研修が案内できるよう、これからも研修等には積

極的に参加して行く。

運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行ってい

るか。

・支援プログラムについては、連絡帳にて行った

内容を伝えている。

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こど

もの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認

する機会を設けているか 。

2 1

・全国児童発達支援協議会の研修に参加して「こ

どもまんなか」の支援のあり方や計画の仕方につ

いて学び、実践に向かっている。

・「こどもまんなか」でもっと計画内容を検討し

ていきたい。

・より良く支援計画が立てられるよう「こどもま

んなか」を進めていき、時には改善をしていく。

「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児

童発達支援計画の同意を得ているか。
3

・手渡しで計画書を保護者の方に見て頂き、同意

を得ている。

定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談

や必要な助言と支援を行っているか。
3

・コドモンにて連絡を頂いたり、直接あった際に

お話しを聞く機会があったり、時間が必要であれ

ば、その都度面談を行っている。

・保護者が安心して相談できるよう、引き続き話

しやすい雰囲気づくりを大切にしていく。

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護

者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい

同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。

3

・年1回保護者会を行っている。

・保護者会の中で小学1年生の保護者の方から年長

組の保護者の方への質問タイムなどを設けて、い

つも沢山の質問が見られ良い機会になっている。

・きょうだい同士で交流する機会には至っていな

い。

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとと

もに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適

切に対応しているか。 3

・こどもの状況を把握して、管理者に相談し、必

要に応じた対応を心掛けている。

・これからもこどもや保護者の相談や申し入れに

ついての対応について、職員間で共有し迅速に対

応していきた。

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活

動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信して

いるか。 3

・通信の発行は不定期だが、発行している。その

他連絡事項もアプリを通してこまめに発信してい

る。

・通信や情報発信の方法について検討しながら、

保護者へより分かりやすく伝えられるよう工夫し

ていく。

個人情報の取扱いに十分留意しているか。

3

・お子さまおよびご家族の個人情報を大切に取り

扱いできるよう鍵付きの棚を設置し適切な管理し

ております。

障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をして

いるか。
3

・こどもに対して可視化で、意思疎通を行ったり

その利用者によって方法の仕方は違うが配慮して

いる。

・支援プログラムの中で支援の仕方がうまくいか

ないこともあるが、その都度改善点を見つけなが

ら進めている。

事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図って

いるか。
3

・希望された方がよく見学に来られている。

・同法人でのフェルティバルやこども園のマル

シェに参加している。

・事業所のみの行事での地域住民を招待まではい

たっていない。

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定

した訓練を実施しているか。

3

・マニュアル作成や職員や子を交えて訓練は行っ

ているが家族には周知していない。

・職員へマニュアルの共有がされ、訓練を実施す

ることで緊急時に備えている

・１年を通して、避難訓練での反省点を活かし、

保護者にどう伝えていくか検討が必要である。

業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期

的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
3

・研修会は行っている。

・研修や子ども園の避難訓練に参加する機会も

あったが、今年度の反省を活かして来年度進めて

いく。

事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している

か。
0 2

・アレルギーは確認しているが予防接種の確認は

していない。

・今後、健康面の情報把握について確認方法を整

理し、より安全な支援体制づくりを進めていく。

食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされ

ているか。
0 1

・わからない。

・児童発達支援の部門では、食事を摂る機会は設

けていないため、食物アレルギーの対応は行って

おりません。

1 1



安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講

じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
3

・その都度ヒヤリハット報告書を記入したり、不

適切支援・虐待防止研修の研修を定期的に職員全

体で受けている。

・安全管理に置いては、新しい知識や同じ知識の

再確認などは常に必要なので、職員で日頃話し

合っていく。

こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に

基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
1 1

・周知しているかわからない。

・安全計画の内容について、保護者への周知方法

を検討しながら共有を進めていく。

ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討を

しているか。

3

・ヒヤリハットがあった翌日には、朝礼等で内容

を共有し、改善に向けた話し合いが行われてい

る。

・ヒヤリハットを閲覧・記録がしやすい環境に

なっており、1人ひとりが意識して支援が行えるよ

うにしている。

・日頃から安全管理として、チェックを行ってお

ります。またヒヤリハットが起こった際も職員間

共有するなどしています。引き続き怪我のないよ

うにしていく。

虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしてい

るか。
3

・定期的な研修がある。
・法廷研修を定期的に行っております。引き続

き、研修等で学んでいきたいと思います。

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定

し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援

計画に記載しているか。 3


